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東
京
・
港
区
赤
坂
の
街
は
、
都
心
の
真
っ
只
中
に
位

置
し
、
青
山
通
り
と
外
堀
通
り
が
交
差
す
る
南
側
に
学

校
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
飲
食
店
、
商
店
が
集
中
す
る
繁

華
街
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
細
い
道
路
沿

い
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
、
古
く
か
ら
の
住
宅
も

点
在
し
て
歴
史
的
な
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
一

帯
の
地
形
は
北
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
傾
斜
し
、
途
中
に

急
傾
斜
の
崖
地
が
現
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
賑
や
か
な

一
ツ
木
通
り
の
中
ほ
ど
か
ら
西
側
に
入
っ
た
一
方
通
行

の
道
路
沿
い
の
区
域
は
そ
の
一
つ
。
新
築
中
の
ク
レ
ア

ツ
ィ
オ
ー
ネ
赤
坂
の
現
場
は
そ
こ
に
位
置
し
、
隣
接
す

る
建
物
が
傾
斜
地
に
は
ま
り
込
む
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。

そ
の
並
び
に
あ
っ
た
築
五
〇
年
の
八
階
建
て
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
集
合
住
宅
を
、
三
年
程
前
に
不
動
産
運

営
会
社
㈱
ア
ー
ル
イ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
手
し
、
そ

の
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
髙
松
建
設
㈱
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
た
。

　

髙
松
建
設
㈱
は
Ｃ
＆
Ｃ
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ア
ン

ド
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
）
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
企
業
理

念
を
掲
げ
て
、
施
工
中
心
の
業
態
と
一
線
を
画
し
て
い

る
の
が
特
徴
だ
。
土
地
の
有
効
活
用
を
企
画
段
階
か
ら

提
案
し
、
建
築
企
画
、
設
計
、
施
工
、
管
理
ま
で
、
一

体
で
取
り
組
む
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
も
と
で
、

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
物
流
施
設
、
医
療

施
設
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
。
今
回
の
ケ
ー
ス
も
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
事
業
主
に
様
々

な
可
能
性
を
提
案
し
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
て
替
え

る
案
が
選
択
さ
れ
た
。
二
〇
一
九
年
一
月
に
は
地
下
一

階
地
上
八
階
建
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ
）
造

打
放
し
仕
上
げ
の
建
物
が
建
ち
上
が
る
。

　

一
方
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
筋
縄
で
い
か
な

い
条
件
を
背
負
っ
て
い
た
。
着
工
の
一
年
前
か
ら
工
事

計
画
に
着
手
し
た
工
務
部
の
宮
原
工
務
部
長
が
状
況
を

都
心
部
の
傾
斜
地
で
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
替
え
る

安
全
な
施
工
に
向
け
て
、

仮
設
フ
レ
ー
ム
を
構
築
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高
低
差
な
ど
の
特
殊
条
件
を

独
自
の
仮
設
フ
レ
ー
ム
で
克
服

ク
レ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ネ
赤
坂
新
築
工
事

東
京
・
赤
坂
の
繁
華
街
か
ら
一
歩
入
る
と
、傾
斜
地
に
比
較
的
小
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ぶ
エ
リ
ア
が
あ
る
。

そ
の
一
角
で
進
行
す
る
ク
レ
ア
ツィ
オ
ー
ネ
赤
坂
新
築
工
事
は
、背
後
の
隣
地
と
の
高
低
差
が
大
き
く
、

更
に
両
側
の
建
物
の
敷
地
と
の
段
差
、交
通
事
情
な
ど
、建
設
に
と
っ
て
特
殊
な
条
件
が
重
な
っ
て
い
る
。

髙
松
建
設
㈱
が
企
画
提
案
か
ら
設
計
、解
体
、施
工
を
手
掛
け
る
現
場
は
、

長
年
の
経
験
を
活
か
し
た
工
事
計
画
の
も
と
、大
掛
か
り
な
仮
設
フ
レ
ー
ム
で
土
圧
に
対
応
。

宮
内
大
輔
所
長
の
も
と
、既
存
建
物
の
解
体
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

赤坂の一ツ木通りを入った4ｍ幅の道路に面する傾斜地に現場が位置する。背後の北側の隣地との段差が大きく、12ｍ高所に隣地がある。
左右の隣地とも段差があるため、仮設フレームを構築し、三方の山留を支えている。背後の隣地も他社が建築中で、タワークレーンが見える。
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話
し
て
く
れ
た
。「
こ
の
敷
地
は
、
背
後
の
隣
地
か
ら
マ

イ
ナ
ス
一
二
㍍
の
段
差
が
あ
り
、
両
側
の
隣
地
と
も
段

差
が
あ
っ
て
、
三
方
が
ほ
ぼ
垂
直
の
崖
地
で
す
。
既
存

建
物
自
体
が
、
三
方
の
山
留
に
掛
か
る
土
圧
を
支
え
て

い
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
回
、
単

純
に
建
物
を
解
体
す
れ
ば
山
留
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

既
存
の
山
留
の
構
造
に
つ
い
て
情
報
が
乏
し
く
、
土
圧

に
対
し
て
健
全
性
を
保
ち
な
が
ら
解
体
と
新
築
工
事
を

進
め
る
た
め
に
、
ど
ん
な
対
策
を
と
る
か
、
そ
れ
が
一

番
の
問
題
で
し
た
」。

　

通
常
の
平
地
の
場
合
、
四
周
の
土
が
崩
れ
な
い
よ
う

に
山
留
を
設
け
、
四
面
を
支
え
た
う
え
で
掘
削
を
進
め
、

基
礎
・
躯
体
の
施
工
に
と
り
か
か
る
。
一
般
的
な
水
平

切
梁
工
法
は
鉄
骨
部
材
で
山
留
を
抑
え
、
支
柱
を
立
て
、

切
梁
を
対
面
に
突
っ
張
っ
て
四
面
を
支
え
る
が
、
今
回

の
敷
地
状
況
は
三
方
が
土
と
山
留
、
前
面
は
道
路
に
開

か
れ
て
お
り
、
背
後
に
そ
び
え
る
山
留
壁
に
対
面
す
る

壁
が
存
在
し
な
い
。「
道
路
側
に
突
っ
張
る
相
手
が
な

い
状
況
で
、
三
方
か
ら
の
土
圧
を
支
え
る
仮
設
フ
レ
ー

ム
を
つ
く
る
た
め
に
、
三
次
元
解
析
で
設
計
し
ま
し

た
」
と
宮
原
工
務
部
長
。
仮
設
フ
レ
ー
ム
は
鉄
骨
の
柱
、

梁
に
が
っ
ち
り
と
ブ
レ
ー
ス
を
効
か
せ
た
構
造
体
だ
。

　

現
場
を
率
い
て
、
そ
れ
を
構
築
し
た
の
は
宮
内
大
輔

所
長
で
あ
る
。
昨
年
一
月
、
八
階
建
て
既
存
建
物
の
、

背
後
の
高
さ
一
二
㍍
の
山
留
よ
り
も
上
に
出
て
い
る
四

層
が
解
体
さ
れ
、
い
よ
い
よ
山
留
に
重
な
る
躯
体
部
分

の
解
体
に
取
り
掛
か
る
時
期
に
着
任
し
た
。「
二
層
分

は
通
常
の
解
体
と
同
様
、
仮
設
フ
レ
ー
ム
の
切
梁
を
取

東側から仮設フレームを見る。西側も傾斜地が連続している。仮設フレームはFEM解析によって設計され、
既存建物を解体しながら組み立てられた。高さは約12ｍ。昨年9月に解体が終了して、新築工事に着工。
基礎の杭工事後、配筋を行っている。

杭工事の様子。仮設フレームが設置されている状態で25本の場所打ち杭工事を行うため、狭い敷地などでの施工に適したBH工法が採用された。
この工法の特徴の一つは作業高さが低く、搬出入がしやすいコンパクトな重機を使えることだ。
右／仮設フレームの中に入り、杭のコンクリートを打設。施工は定期的にフレームの傾きを確認し、安全を保って行われた。
左／特殊な条件下での杭工事の経験を共有するため、現場研修を行った。（提供：髙松建設㈱）

右／背後の山留の状況。支柱に斜梁を取り付け、土圧を支えている。
左／西側の山留を仮設フレームで支えている状況。白色の鉄骨は既存建物の仮設。山留の形状は均一ではなく、
凹凸がある。こうした状況は解体して初めて見えてきたという。



43 422018.5建設業界 2018.5 建設業界

1階正面エントランスのパース。コンクリート打放しの壁面が外壁から
内部へ連続していく。天井には温かみを感じさせる木質のルーバーなど
を採用。（提供：髙松建設㈱）

完成パース正面外観。前面道路レベルから地下1階地上8階建
て。地下1階はレストラン、1〜8階は賃貸住戸。外壁は難度
の高いコンクリート打放し仕上げ。（提供：髙松建設㈱）

右／東側（正面右手）
の隣地境の山留と仮設
フレームの状況。解体
時にわかった傷んだ山
留を手当てし、仮設フ
レームで支えている。
左／高さ2.2ｍのベタ
基礎の配筋作業中。三
方の土圧を躯体で支え
るために、基礎が大き
な役割を果す。

仮
設
フ
レ
ー
ム
が
完
成
し
、
新
規
の
場
所
打
ち
杭
工
事

に
臨
ん
だ
と
き
だ
っ
た
と
い
う
。
事
前
に
計
画
し
て
い

た
フ
レ
ー
ム
の
高
さ
や
ブ
レ
ー
ス
材
の
間
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
が
手
狭
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
重
機
で
も
出
入
り
が

し
に
く
い
と
分
か
っ
た
。
宮
内
所
長
と
宮
原
工
務
部
長

が
相
談
し
、
丁
寧
に
調
整
を
図
っ
た
。
杭
の
施
工
範
囲

を
細
か
く
区
切
り
、
そ
の
範
囲
内
で
ブ
レ
ー
ス
な
ど
を

付
け
替
え
、
仮
設
フ
レ
ー
ム
の
変
位
の
安
全
確
認
を
行

っ
た
う
え
で
工
事
を
進
め
た
。
机
上
で
は
見
え
な
か
っ

た
こ
と
が
起
き
る
の
が
現
場
で
あ
る
。

　

道
路
事
情
か
ら
も
制
約
を
受
け
た
。
搬
入
路
は
一
ツ

木
通
り
か
ら
一
方
通
行
で
入
る
幅
員
四
・
一
五
㍍
の
前

面
道
路
の
み
。
大
型
車
は
入
れ
な
い
。
と
く
に
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
積
載
量
は
中
型
車
一
台
で
三
・
五
立
方
㍍

程
度
、
例
え
ば
二
台
で
搬
入
し
よ
う
と
し
て
も
、

三
七
五
平
方
㍍
の
狭
い
敷
地
内
に
車
両
を
停
め
る
余
裕

は
な
い
。
一
台
分
ず
つ
打
設
す
る
と
、
次
を
呼
ぶ
と
き

に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
通
常
な
ら
一
日
で

打
設
で
き
る
と
こ
ろ
が
二
日
か
か
る
と
い
う
。

　

新
築
建
物
は
大
き
な
土
圧
を
足
元
の
杭
と
、
ベ
タ
基

礎
で
支
え
る
構
造
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
場
を
訪

ね
た
三
月
下
旬
は
基
礎
の
配
筋
が
進
行
し
て
い
る
最
中

で
、
配
筋
量
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
と
、
基
礎
の

高
さ
は
二
・
二
㍍
に
も
及
び
、
建
物
全
体
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
三
五
％
を
基
礎
で
打
つ
と
の
こ

と
。
搬
出
入
の
難
し
さ
を
し
の
ぎ
な
が
ら
、
地
道
な
打

設
作
業
が
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
。
今
度
は

建
物
を
立
ち
上
げ
な
が
ら
、
仮
設
フ
レ
ー
ム
を
撤
去
し

て
い
く
。
宮
内
所
長
は
「
山
留
が
あ
る
三
階
ま
で
が
、

新
築
の
山
場
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
気
持
ち
を
引
き

締
め
、
加
え
て
「
施
主
が
要
望
さ
れ
た
外
壁
全
面
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
を
い
か
に
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
か
。

事
前
に
計
画
を
練
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
現
場
で

の
打
ち
方
の
良
し
悪
し
が
、
品
質
を
左
右
し
ま
す
。
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
現
場
の
技
術
を
結
集
し
ま

す
」
と
語
る
。
都
心
の
狭
い
敷
地
、
地
形
の
特
殊
性
、
情

報
が
少
な
い
既
存
建
物
、
交
通
事
情
な
ど
、
困
難
な
問

題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
現
場
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
踏

み
出
し
て
い
る
。

り
付
け
な
が
ら
進
み
ま
し
た
が
、
山
留
と
躯
体
が
一
体

に
く
っ
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
下
が
っ
て
く
る
と
、

解
体
の
振
動
が
周
囲
の
建
物
に
響
い
て
し
ま
う
の
で
、

そ
こ
を
ま
ず
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
振
り
返
る
。
解
体
業
の
協
力
会
社
と
相
談
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
コ
ア
（
円
筒
状
の
孔
）
を
開
け
て
い
き
、

そ
の
部
分
を
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
で
噛
み
砕
く
こ
と
で
、
振

動
が
な
る
べ
く
少
な
く
て
済
む
よ
う
に
対
処
し
た
。

　

解
体
し
な
が
ら
、
仮
設
フ
レ
ー
ム
を
組
ん
で
い
っ
た

が
、
古
い
既
存
建
物
の
図
面
と
現
状
が
一
致
し
な
い
箇

所
が
山
留
周
辺
の
随
所
に
見
ら
れ
た
。
実
際
に
解
体
し

て
み
な
け
れ
ば
、
ど
う
納
ま
っ
て
い
る
の
か
、
状
況
が

把
握
で
き
な
い
の
だ
。
山
留
の
Ｈ
鋼
が
入
っ
て
い
な
い

箇
所
も
あ
り
、
長
い
年
月
で
矢
板
が
腐
り
土
層
が
露
出
。

同
時
に
、
隣
地
と
の
境
界
に
か
な
り
古
い
時
代
の
擁
壁

が
埋
も
れ
て
い
て
、
そ
れ
も
既
存
建
物
に
無
理
な
施
工

箇
所
が
あ
っ
た
原
因
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

「
そ
の
ま
ま
で
は
土
が
崩
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。

新
築
建
物
を
つ
く
る
余
地
を
確
保
で
き
る
部
分
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
擁
壁
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

難
し
い
箇
所
は
、
慎
重
に
堀
り
な
が
ら
Ｈ
鋼
と
矢
板
を

入
れ
て
い
き
ま
し
た
」。
宮
内
所
長
の
落
ち
着
い
た
話

し
ぶ
り
か
ら
、
複
雑
な
状
況
に
応
じ
て
手
当
て
し
、
仮

設
フ
レ
ー
ム
を
設
置
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

思
い
が
け
ず
苦
労
し
た
の
は
、
躯
体
の
解
体
を
終
え
、

Qこの現場で発見したことは何ですか？

A 30歳手前くらいで所長になり、
現場に責任を持つのが当社の特

髙松建設株式会社 東京本店
工事部
課長代理

宮内大輔
Daisuke Miyauchi

横のつながりが良いと、問題が起きた
ときも、素早く、円滑に対処できます。
協力会社は通常、本社の選定部署が発
注していますが、今回は特殊条件の中
で施工するので、特に躯体工事の場合、
施工方法を検討できるよう事前に現場
で状況を見てもらいました。私自身も
仮設の重要性を再認識しましたし、貴
重な経験を積ませてもらっていると実
感しています。

徴で、そこから問題を自分で解決する
ことを強く意識するようになります。
とはいえ、実際の現場ではスムーズに
いかないことも多いので、協力会社の
職人さんたちと、一方通行ではなくお
互いに話し合い、解決策を探っていき
ます。現場運営もコミュニケーション
を大切にしています。職人さん同士の

厳
し
い
制
約
を
超
え
て
、

高
品
質
の
打
放
し
に
挑
む

既
存
建
物
の
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
解
体
す
る

工事概要

発注者：株式会社アールイーマネジメント
設計者：髙松建設株式会社 東京本店 一級建築士事務所
施工者：髙松建設株式会社 東京本店
建築用途：共同住宅・店舗
構造・規模：鉄筋コンクリート造、地下1階地上8階
敷地面積：375.03㎡
建築面積：224.45㎡
延床面積（施工床）：1,698.00㎡


